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黒

鳳
暦f

五
日
(δ

日
杢
躍子
刀学
盤

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
京
大
工
禦
麟
教

室
で
(七
日
ま
で
)

八
口
(木
)

新
入
生
艦
修
揃
導

午
璽
蒔
か
ら

新
入
生
身
体
構
査
終
る

昭
層
四
十
年
煙
入
掌
試
験
合
格
醤
奪
澱
に
～
し
て
釦わ
れ
る
射
体換

査
げ
三月
十
十
九
日
、
三
十
日
.岡日
午
前
十
馬
か
ら
午
猿
五
恥
ま
で
一

般
検
査
並
び
に
斜
田
査
庵
が
め
った
。
慈

い
の
一人
を
匡
く
、
入

掌
試
験
合
至
個全
夙に
コ
す
,り身
搾
検
査
は
例
年
油
P
、
二
了九
日
、

凋
∵
鰍
・
虚
・曝
・文
サ灘
∵
節、
三十
L、
丁
、
汐
、
罫
、
教
各
写
ゆ

と
〆
々
に身
体
喰
脊
が
"ωり
膚
歓
魂
飛
壱
行
な
った
制は
{.牽
帥合
計

畢

著
.
覆

藝

.扇に
譲

簿
・、
讐

の
蒼

三

い
ー。
胸
鄭
疾
患
(
.'
,に
少
試)
蓋・と
捌年
趣り
。
k
お
、
尿
蝋
日

の比
版的
弱
い人
・.日
セ」
って
敦ぜ
掲
示
に
、九訟
さ
れ
る
、

法
、
編
入
試
合
格
者
決
ま
る

昭
副
日ナ
、-皮
限都
穴
学
海
学
酌第
三
亭
年
編
入
訊
験
に
二
目
一5二

日、
十
三日
、
外
国
、』、
一
燦教
胃科
目
協
一
・
弓二
μ行
りれ
た
。

'受
辣
かは
一目四
十
兀
ハ、
台
憎
"六
〃口の
二
十
五
信
の
価晟
で
、ωり
、

三
月
三
÷
一口台
煮
曹u奮員
の人
名
が
殖畿
さ
晒た
9

瞭
都
大
掌
摂学
粘裾
詞三
'7年
駕
入
穿
計可
暫

岩
頗
康
弥

火
久
俣
凸
小
山
博

綱
島
藷
耐
〆
公
父
虹

柳
択

界
京
大
生
、
飛
び
込
み
自
殺

一一了五
日、
年
庚
十
馬
四分
璽

巾硝大
壇掌
怖
二
h生
淘
凋
昭
謬
」

(二
G
才
)
は
阪
急
曜
哩柱
川嶽
柵西
踏
み
ω
り
付
近
で内
療
町
発
栂

田
行
塾
鍔
胤電
蝋
に
、バび
亀瞥
り自
波
を
し
κ、
溜
選

の
ボ
ケ
ソト
に

『自
殺
は
敗
北
℃
め
～。
人
は
お
.'」ら
く
め
な
ど
りだ
ろ
う
。
」
と
い

う
臓
切
れ
が
の
ぜ
い
て
い
兀
。
宏鷹
附
に
小
静
な立
勢
に
冨か
れ
、
試

験
な
ど
の
隔
に
転度
の
2・い
酬め
か
ら
』短
し
にら
し
い.

軸吻
瀧

零幽

九
日
§

斬
入
生履
藍
羅

午
前
+
時
か
ら

八日
2
δ

競
入
生
罎
修
搬
導

午
前
+時
か
ら

十
二日
曾
月)

入
竿
試
午
前十

つ

時
か
ら
不
麟大
ホ
ー
ル
℃

熊
野
寮
は
二

期
で
完
成
か

大
学
当
周
は
米年
展
予
鉾
の
う
ち
畑

般予
舞
は
滲
蹴院
を
廻過
し
て
いな
い

の
で
正
"《
に
誠囲
し
て
い
な
いが
、
教

嘉

移
転第
二
誓
嶺
.翼

熊
野

叢

三
期
工
享
軽

藁
学
甥

二
期

工
聯予
算
な
ど
王な
も
の
は
既に
内
定

し
て
い
る
も
の
と思
わ
れ
る
。符
に撫

野
繁
は
、
三頬
に
妬
期
に
な
る糠
子
が

濃
軍
で
あ
った
が
、
第
二
期
で
全
ゆ
完

戒
す
、りこと
に
竃
な
と
渉ら
恥
る。

▽
奥
田
凍

る
テ
鮮
)
40

・
4

・
19
～
40

・
5
・
16
・
表
i
に

羅
け
る

大
字
行
取
た
ら
響り
に
λ
蓄
激
陶
状
況

の
埜
票
の
冗
め
派
固

へ
▽
酉

問
木

久
郎

盆

鐸
協
提
)
」

・
4

・
19
～
40

・
5

・
18

恥
じ
く
氷
図

へ
▽

川
止
田

(工
助

軽
f
)
40

・
5

・
15
～
40

・
8

・
ω

麗
史
恥
酪
造
物

}

の
嗣査
と
パ
リ
で
の
扇
八
画
園
際
地
羨

礎
瑠憶
ザ
会
回
に
呂席
の
に

め
ト
ル
コ、
ギ
リ
ン
ン
、
イ
μリ
ノ
、
ス
イ
ス
、
匹
ド
イ
ソ、
フ
ソン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
囲、ル
,,ずー
、
デ
ン
マ
ー
グ
へ
▽
団氏
鍾
(ウ
イ
ルス

研
助
教
糧
)
40
・4
・20
～
40
・し
・9

細
嘱
ウ
イ
ル
ス
と
帽詫
嵐

胞
と
の桐
奮

に
圓
す
る
伽究
と
、
睡
染
性
趨
伝
現
象
に
園
す
り分

予
的
瑠
案
セ
♂
ナ
ー
に
出
席
の
に
め
米
国
へ
▽
篤
立箱
則
(匿助
叡

ら

授
(40
・5
・15
～
40
・8
・15

ス
ゥ
ェ
L
デ
ン
、
西
ド
イ
ッ
にお

け
る脂
質
代
謝
に
幽
逮
し
た
外
科
領
卸
に
駒
け
わ
四が
生
理
学
のも何究

の
兀
めス
ウ
ニー
ヂ
ン
、
西
ド
イ
ツ
へ

文
部
省
意
図
に
対
立

四
†
一』
展
い
52
の
X
∵の
宰
ゆ股

馴駆
準
を
転
酊
し
、
大
与
翌制
炭
、
教

胃
の
圓暉
か
ら
恨罰
す
る
こ
こ
冠固
的

と
し
て
三
÷
ハ
与九
月
に
免
}一し
瓦

入
試

・
単
位
制
度
に
も
言
及

「拳
馨
甕

霧
蓋
蓼
こ
(書

藍

幾
携
の
箇
的
護
藁
斐

畏
腿
天泉
孝
上
智
大
学
k
)
は
去る
一二

月
ニ
ア
て日
.藍

砥
6
解
消
の
冗

め
の
×
〃}入
、猷制
度
眠
哲案
に
っ
いて

テ能
ス
ト研

討
議
を
端ね
て
セ
た
「入
試
酬
展
研
究

分
科
会
」
(
宏長
"
安
藤
艮
雄
東
大
教

授
)
の
甲
周
報
管
を
餅
議
委
で
鉢
決
す

る
と
と
もに
、三
了
一日
に
栂
、現
行
大

一都
省
に
後
申
し
た
。
協
瞬
会
は
三
十
八

葱

皐

央董

蒙

出差

「大
学
教
青
の
収幽
に
つ
い
て
」
の
轡

申
を
受
け
て
免
足
し
て
お
り
、
天
掌
股

営
に
闘
係
し
陀
'般
教
胃
、
週
偲
教
胃

の
二
ゆ
会
、
単
位
馴
度
、
図
嬬
鋸
の
二

部
特
別
瀕
会
、
そ
の
悩
十
三
の
蝉
門
分

ロ

科
会
に
分
か
れ
て
審
罐
セ
行
な
っ
て
き

た
.

妥
当
で
は
な

二
+七
日
に
扇
醸会
加
盟
の
天学
に

送
付
さ
れ
た
中
問
報
告
に
、
大
塁
入

鼠
に
あ
元
っ
て
囚申
轡
を
璽視
す
る

こと
の
吟嵜
を
述
べお
り
、
現
行
入

学
鼠験
刷展
に
鞘来
代
稗
す
るも
の

と
し
て
行
な49
れ
て
い
る
」力
鵬
発

研
究
別
の
「恥研
テ
ス
ト
」
壱入
二
・

鼠
験
に
と
り
入れ
る
こと
に
も
9自定

的
な
見
鰹を
ζ
っ
て
い
ゐ
。内
申
密

璽
視
は
全
困喬
校
長
鋤
命寒
ど
が早

く
か
ら
嫉
ん
で
い
る
が
、
腐校
盆
の

激
し
い
境
状
で
』、
内
申
爵
を
ど
の

稗
度
継
視
す
0の
か
、
閲
一的
に決

め
る
ぺ
き
で
は
た
く
、
慎
震
な
穣
同

を
裂
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
『鳳

、セ

鍍

襲

膿

賂

鍵

一
察

蕊

蠣

算
誕

鱒

と
す
る
留

は
禽

高
蓑

嚢

が

し
囚
容
兀萎

図
り
、
誕

警

糾

全
国
,魑
一テ
ス
ト
と
し
て
聾
ん
で
い

る
も
ので
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

は
現
段
階
で
は
寵
研
テ
ス
ト
を
大
学

入
試
の全
恥
ま
た
は
一郵
に
代
え
る

こと
は
妥
・ヨで
』
な
い
と
し
て
い

る
。
三十
一日
の
勘申
で
は
、
大
学

ま

ゆ
　
め
　
ゆ
と
し
て
　　
ロ

糠
罐灘
灘
講

全
国
的
政
治
組
織
へ

社
学
同
か
全
国
委
結
成

祉
会
一.一戦
雫
竺
同
組
の
北
湾
道
剋
方

嬰
員
訟
、
康
凛
壽

員
会
、
蝦
海
地
万

委
員
会
、
婁
に
凍
北
ス、
汲
加
大
、
立

命
躯
大
、
山
口
天
の
各
支
溺
は
運
名
で

こ
の
ほ
ど
糞
国
委
員
会
を
鮎
成
し
、
安

保
闘
争
以
奴、
地
理
的
・覚
派
的
に
分

断
さ
れ
て
い
る
嵩
7同
の
全
国
的
統
一

を
筋
び
か
け
.Oン
ピ
ー
ル
を
発
表
し

ー

▼翠
ー

§

葦
りー

7り婁
▼0晶Vー

日
大
罵
件
の鴇
名
週
㎞に
、
一恥

の
瞑
異
をお
さめ
た
。

そ
れ
だ
の
に、
いま
、
臼
大
鳴
・件

に
つ
い
て
脅く
と
なる
と
、
た
ん
と

な
し
の
管'・刀
感
""」かじ
え
な
い。
あ

る
いに
、
敗
北

常義
的
な
気
飯

が、
ぽ'、を
蟹

し
て
しま
った

の
だう
つ
か。

臼
大
嶺
件
発
髭

厩来
の
二年
聞

に
、
77嚇く
た
る

に
と
"て
敗
北

の脆
史
で
あ
つ

た
し
、
い
試反

撃
の擬
制
を
と

うて
いる
に
せ

よ
、
七
れ
が
、

これ
か
ら
の
刀

に
な
る
ほ
どに

定
爵
さ
せ
る
こ

と
が
でき
た
か

どう
も
自
信
が

な
い
の
だ。

ーま
く
は
、
日

大
郭
件
を
、
か

一研
究
、uの
身
分
」
が
傑
戚
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
元か
に
箱
ら
れ
て
い
わ
状

螂
が
、
脅
ま
で
'曹鼻
に
め
った
だ
う

う
か
.と
、に
撃
撃騨
と
蒔
い
わ
な

い
.た
と
几は
、
吻
手
が
、
救
授
の

意
画
に
いう
し
如
し
.、k
し
冗
駒
合

嶺
実
ト
め
選
頗
勧
告
な
い
し
憾
強
制

が
一帽な
わ
れ
りこ
と
侵
、
日
常
茶
飯

轟
で
は
な
い
の
い。
身
分
保
靴
は
あ

っ
て
も、
ヒ
こ
マ
屑
画
る
こ
と
は
字

会
に
冨け
る
幌
死
午
命
を
保
,副し
砿

い。
助
.競
よ
へく
て
も
、
助
教
投
で

[た
。そ
れ
に
よ
る
と
、
復
活
し
た
日
本
帝

閥
主
禽が
目
韓
会
畝
を
反
切
り
に
、

公
無
と
東
削
ア
ジ
ア
に
進
出
を
姶
め

た
親
揺
、
そ
れ
に
件
な
う
国
内
の
反

動
化
と
嘱
愚
闘
争
の
激
化
は
避
け
ら

れ
ず
、
そ
れ
に
対
決
す
る
力
激
を
持

っ
た
鋤
隊
と
し
て
の
全
宇
遮
の
完
翼

"この
〆
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
弾
劾
す
る
一働

蟹
が
祷
て
る
か
。

今
度
の
「恥
仲
」
は
、
た
し
か

に
、
そ
れ
り
の
},事
件
」
一股
と
異

な
っ
に
、
い
く
つ
か
の
持
長
を
そ
な

え
て
に
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え

に
輪
別
な
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら

の
}嶺
仔
」
一敵
の
指
っ
性
格
が
、

敦
窄
よ
り
大
肖当
局
に
移
譲
さ
れ
、

そ
こ
に
.人}ド当
局
の
糧
力
が
介
入
す

る
、
と
い
う
形
鄭
が
、
も
っ
と
も
特

罫
酎
な
こ
と
だ
ろ
う
.
つ
ま
り
、
さ

目
の
圧
φ
望
明
概
に
し
て
工
一畢
位

を
労
て
る
よ
う
に
答
串
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
一単
位
を
取
得
す
りの
に

必
嬰
な
講
義
に
よ
ゐ
彼
粟
時
周
数
を

現
行
の十
五
飾
聞
か
り、
二+
二
・

五
時
聞
ま
た
隊
三十
時
間
に
引
き
あ

げ
るよ
う
に嶺
位
計
算
方
巌が
畷め

サ

。
る
と
され
て
か
る
。

「これ
ら
一湛の
賓
学
改
革
に
闘
す
る
合

置

、
単
摘

霞

蕩

絢
を
と
。て

灘
撫

ロ

謡
霧

髄
鋒

騰
翻

・億と蕾
嚢
蜘饗
が囚申霊
視

鞭

↑蘇

艶

駕
縞

に
対
し
、
大
掌衡
で
は
こ
れ
に
つ
い
て

麗
鰯
騨
弩
難
励詔

せ
て
い
る
.

振
讐

籍

窮

つ
騒

的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の下
で
り
揃
う
脇
一

を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
、
全
函
的

政
治
組
蹴
と
し
て
の
積
b
.望
伺
す
、9

社
掌
周
の
愈
国
的
統
一は
趣
め
て
餌

嬰
な
慧
競
が
め
る
、
と
し
て
い
る
.

な
冨
、
現
在民
胃
の
比倒
的
な
支配

下
に
あ
つ
て
、
民
育
11
平
民
掌
泌私
設

『
全
字
連
」
の
塾点
校
で
あ
る
〃甲h塵

大
字
に
も
蔦
ザ闘
の
支
螂
が
こ
の
ほ
ど

絶
成
さ
れ、
汚
勤
.¢
髄
畑
し
に
。

力
へ」
の
溜味
を
た
ず
ね
る
こ
と
で

あ
ろ
う
.

ま
ず、
アカ
デ
ミ
ズ
ム
の
擢
鳳、

七
れ
に
R逆
丁
る
こ
と
は
、
著干
ド

ン
・
キ
ホ
竃テ
的
で
な
い
で
も
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
間
題
を
伏
せ
て

「曜
刀
」
七
れ
自
体
の
み
を
対決
と

し
て
、
今
園
の
羅
名
逗
勲
が
な
悟
れ

た
こ
と
は、
そ
れ
な
り
の
限
界
を

持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「日
大
碩

件
」
が
特殊
な
嘉
件
と
し
て、
学
界

の体
質
の問
題
とU
り
は
な
さ
れ
か

り

知
ら
れ
ざ
る
嵐堤
な
のだ
。

この
慧味
で
、
「日
大
事停
」
は

決
し
て狩
殊
な
融件
で
は
な
い。

羅
臨
の形
骸
の
蓼
餐
の
め

が
保
存
され
、
モ
れ
が
み
ず
から
を

「檎力
」
に
亮
り
渡
す
と
き、
これ

は
ま
さ
に
、明
日
の
天学
の
木柴
図

では
な
い
か。
き
み
た
ち
の
大
学
で

明
日
に
も
越
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
ζ

と
が、
日
大
と
いう
樋
床
に
選成
栽

さ
培
れ
て、
早
咲
き
の灘
化を
咲
か

せ
に
だけ
だ。

こ
の
照
では
、
今
圖
の
繍
名
週
勘

第
六
十
六
圃
卒
樂
武
は
、試
る
三
月
二

十
四
日
午
前
十
時
か
ら
恥
都
大
ホ
ー
ル

で
お
こ
な
わ
れ
た
。
三
十
九
ヰ
展
卒
莱

生
は
、
九
掌
部
千
八
百
人
で
あ
った
が

当
日
は
、
女
子
の
ふ
り
てで
姿
が
目
立

ち
文
掌
誕

薬
学
蜘
、
教
響昌
7節の
代

漫
は
、
い
ず
れ
も
晴
着
で
轡
か
ざ
った

女
.†
で
あ
っ
覧
　

な
お
同
卒
叢
筑
に
お
い
て
奥
出
東
寧

長
は
「
籾時
代
に
ふ
ご
りし
い
国
除

人
に
な
れ
」と
は
げ
ま
し
、
厳
議
な

中
に
も
灘

みの
こ
も
っ
た
ふ
ん
囲

気
の
甲
で
「よ午
膿
幕
を
下
ろ
し
た
.

留
学
生
に
施
設

た
ら
ず
し
もは
く
べ
さも
ぴ
と
は
ぽ

繍
灘灘

「権
威
」
の
形
骸
化

.諭

日
本
人
学
生
も
協
同
生
活

'●;.●・●3・・ 綿曹・3諺躍3

権
力
の
み
を
対
象
と
す
る
限
界

◆

も
、
と
Lに
に
穴
授
さ
九も
、
イ
》

岬ノラ
セ
や
糾
ハ分
国
行
陶
に
よ
って

、
痘
臓
壱
叢

な
く
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
う
・O。
こ
の
録で
は
、
破
字
界

は
ま
だ
よ
い方
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
、
こ
れ
ら
を
「轟
件
」
と
よ
ぶ
な

ら
ば
、
い
く
つ
も
の
例
が
想
趨
さ
れ

る
だ
ろ
う
.

そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
、
教
授
の
描

威
、
蓑

会
の
檀
頴
、
大
字
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
権
腕
に
よ
っで
行
な
わ
れ

る
.
そ
れ
な
ら
は
、
琶
み
た
ち
は
、

窪

森

毅

鞠 認;認鵬

 

わ
め
て
あ
リ
小れ
た
こ
と
で
あ
っ
た

ね
な
い
か
リ
ヤ
あ
b
。
お
七
b
く
、

覆
餓
の
抑
圧
が
、
擢
力
の
介
入
に
転

ば
く
の
無
力
感
の
根
源
は
、
こ
の
巨

移
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
こ
の
『
大
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
体
質
、
そ
れ

熟
件
」
の
持
長
的
形
態
で
あ
る
。
禽
に
閂
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
ぼく
じ
し
ん

そ
の
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
分

の
体質
モ
の
も
の
に
あ
るよ
う
だ
。

析
や
瓶
蝉
を
、
珂
艀
性
と
し
て
っ
み

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と

ナ
げ
る
ζ
と
は
属易
で
あ
る
。
権
威

"礼、
こ
の
堀
合
の
「権
威
」
の
低

か
ら
穐
カ
へ
の
移
譲
の
行
な
わ
れ
た
麟
が
「権
ヵ
」
に
職
化
し
た
こ
と
に

原
因
、
雇
力
が
暴
力
的
に
介
入
し
た

今度
の
購件
の
箭
質
が
あ
る
。
さ
ら

鼠
因
、
し
か
し
・てれ
b
は
、
持
殊
な

に
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
響
澗
化
し
、

諮
槽
で
あ
り
、
問
題
に
す
る
べ
沓
ζ

そ
の
「権
蔵
」
が
形
骸
と
化
し
つ
つ

と
は
、
こ
の
よ
う
な
「糎
戯
か
ら
権

あ
る
の
は
、
ま
さ
に
今
日
の
B
本
の

友
会
ぬ
蔀
寮
」
で
あ
る。

こ
れ濠
で
尽都
に
憾留
掌
竺
り
瓦め
の

施股
が
ほ
と
心ど
な宝

蘭
掌
生
は
倒

人
切
に下
帽
と翼
約
し
て入
って
い
た

た
め、
生活
に
小
便で
め
った
が
い
ろ

い
ろ
使宜
が
図
ら
れ
る
であ
.つう
.

=
刀
の
「
泉都
薗
際
学
生
の累
」
は

二
十九
年
か
ら五
年
聞
岡
苫
社
大
掌

の謂
師
をし
、
いた
ス
イ
ス
の
W
・

コ
ーラ
博
土
(脚葎
ハイ
デ
ル
ペ
ル

ク大
掌
叡投
)が
帰国
後
チ
ュー
リ

ヒ
に曜
際
字生
蟹
を燧
鹸
、
第
二
り

れ、
覇
冥上
の愚
餓
強
嬰
が
な
さ
れ

た
こ
と
は、
遠
い蕾
の
こ
と
では
な

い
。さ
ら
に
曇
力
的
な
「権
刀」
介

入
が
なさ
れ
た
場
合
、
七
れ
に
嬉
.帆

し
つ
る
蟹
弱に
な
れ
は
、
ぼ
く
た
ち

の
現
状
は
ま
だ
遠
い
。

日
大
事
件
三年
の
睡
史
は
、
忠
夢

の
朱
来
を
予
見
さ
せ
る。
藁
件
は
字

舅
の
体
質
に
隔
化
さ
れ
、
そ
の
あ
と

に
は
、
研
究
組
戯
の
鯖
,
、
掌
生
の

連
帯
への
弾
圧
、
教
膏
不
。仁の
人
づ

く
り
工
吻
の
完
成
と
、
そ
の
荒
鹿
は

人
の
目
を
見
は
ら
せ
る
。
七
れ
に
も

か
かわ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
、
今
彼

の岡
様
な
「拳
件
」
に
儲
え
る
た
め

だ
け
に
でも
、
ぼ
く
た
ち
は
何
を
な

す
べ
き
なの
か
。
そ
う
い
って
も
、

現
在
の足
が
かり
は
、
今
回
の
巡
動

以
外
に
は
な
い。
しζれ
は
「権
力
」

介
入
へ
の及
対
「と
いう
、
さ
し
あ

た
り
の繕
集
に
す
る
紘
一原
理
を
与

え
て
い
る
.
この
礁
件
が
、
よ
そ
の

大
学
の
冨祥
で
は
な
く
、
き
み
た
ち

の大
学
の脳
件
で
あ
る
こ
と
、
数
学

者
だ
け
の問
題
で
は
な
く
、
大
馳
人

す
べ
て
の問
題
で
あ
るこ
と
てれ
を

拡
げ
る
の
が身
後
の
諌題
だ
ろ
う
.

今
圓
の運
動
によ
って
え
りれ
た
奴

{竃
日の力
を
大
学
の研
究
と
教
.直を

守
る
力に
転
化
さ
せ
て
いく
こと
が

で
き
る
か
ど
う
か、
そ
こに
ぼ
く
た

ち
の
還
動
の
成
果
は
か
か
うて
い

る
。
(京
大
敦費
邸助
敦
授
・叡
学

　 故
郷
で
あ
る
承都
に
姉
妹
讃
冠
つ
飛

る
こ
と
、望削
囮、
各
力
面
に
働き
か

け
寡
金
逗
勘
を
45
った
.
モ
の
繭巣

劇
西
の
学
萱

契
.牢承
が勲
噂し
て

去
年
七
月
に
轡
⊥し
、
は
と
心ど
㌔

成
し
て
い
る
。
娼
物
は
甑筋
コン
ノ

リ
ー
ト
で
地
上
四
囑

地
下
一園
、

三
十
四
の
個
契

百
人
h容
の
会
鴻

窯

社
交
量
が
誕
備さ
れ
、
学
生
の

国
県
的
な
共
岡
生
濤
を
図
って
い
る

詳
し
い要
環
な
ど
は
下
鴨
の
に
産
開

発
会
館
で
放
って
い
る
。

・も
う
一方
の
「国
際
学
反
会
京
都
景
」

は
、
東
大
の
「学
生
反の
会
」
や
、
他

の
磧
団体
の
運
動
で
、
外
務
歯
の
国
際

学
反会
が
出
優
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の.
餌
長
は京
武
の
古
松
回
一敦
養
部

教
授
に
乎
足さ
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コン

ク
リ
ー
ト
の
三
囲
嬉
で
四
十
八
人
収答

で
、
日
本
人
学
生
十
四
人
(勇
子
十
二

女
子
二人
)
を
入
居
さ
せ
る
?尼
で
あ

る
、
運
営
婁
員
会
(工
纈
学
生
魂
畏
"

寮
大
弟二
寡務
鞍
同
叡
掌
蓋

長

闘
西
国
際
学
璃
会
螺
覇
、
京
郵
市
外
事

謙
畏
で
御
成
V
で
酢し
い
喪
項
を
検
酎

中
だ
が
、
入
寮
金
一万
環

窃
宿
費
八

一丙

穏量

れ
て
お
り
貿
用
が
商

「
い
ので
徳
方
樹
か
ら
の
湛
動
で
もう
少

し
。そ
な
る
蓄

し
れ
ない
。。

退

富

+

二

教

授

が

名

誉

教

授

に

三
十
九
ヰ
鑑
の
承
天摩
耳
継
冒
敦
授

は
十
五
人
で
あ
った
が
、
三
了
一日
七

の
う
ち
十
二
氏
に
省
着
襲

の
欝
が

お
く
ら
れ
た
噂

▽
足
利
惇
(文
)
"
元
文
宰
働
長
、
梵

菖
梵
文
学
導
攻
。
8匙
庸
関
6
の
帆
究

で
与土
院
賞
を
受
賞
。

▽
冨
崎
市
定
.
(文
)
髄
三
両
教
授
な

ど
を
へて
+
允
年
教
撹
。
粟
沸
史
専
攻

▽
田
中
襲
知
太
郎
(ウO
ド
ニ
十
五
年

教
授
。
古
代
ギ
リ
ソ
ノ
餌
学
尊
攻
。

▽
斉
藤
武生
・(.依)
ー1
十
三
ヰ
敦
授
と

な
る
。
国
覇
司
法
聯
以
。

は
、
ま
だ
真
の聞
題
に到
逮
し
え
て

い
な
い
。安
保
反対
の魂
勤
が、
体

制
の
問
題
で
なく
民
王的
手
つづ
さ

の
問
題に
局
眼さ
れ
た
よ
う
に
、
今

同
の遣
動も
翫
た
、
一私
立
大
㌻
の

擢
力
介
入
の
形態
の問
題
に
周
限
さ

れ
てし
ま
った
。た
と
え
は
、
「熱

能
ま
蹴は
怠
慢
」
の
硬宙
以
外
で
と

条
件
づ
け
ら
れ
た
、身
分
保
証
の甘

さ
に
も
、そ
の
眼界
があ
ら
わ
れ
て

い
る
。
某国
立
大学
で
、
ど
う嬉
て

も
有
彪
で
動
勉
な
助教
授
が
、
一教

授
の
「権
戚
」
に
よ
っ
て
、
「鱗
舵

か
つ
恵慢
」
の
レ
ッテ
ル
を
は
ら

▽
静
田
均
(
旺)
旦
広戯
大
教授
な
ど

を
へ
て
十
五
年
教
授
。
産
業
経
庚諭
.

▽
蚤
崎
稔
(
四)
"
二
T
一年
教授
。

勧
済
政
躍
。

▽
前
川
孫
二
扇
(㍑
)
瀕
二
一⊥
年
教

授
.
日
本
内
科
学
会
長
な
ど
匹
任「

▽
荒
木
十
里
へ園
)
"
十
六
年
教
恨
.

頭
勘
外
湯
、
脳
腫
瘍
風
栗
演
。
米
脳
外

科
学
会
名
誉
会
貝
。

▽
西
山
愈
二
(農
)
ーー
二
十
一
年
教

授
.
突
験
遺
伝
掌
醐
攻
。

又
小村
作
治
郎
(救
一δ
ーー
二
十
四
年

教
餐
部
教
授
、
有
極
化
学
。

▽
木
村
常
衙
(教
螢
)
"
二
十
五
年
教

授
。
民
法
耳
攻
。

▽
古
松
囲
一
(教
幽
V
"
二
丁四
卸
教

授
、
独
舘
、
独
文
学
。

全
国
生
協
会
議

全
因
大
学
生
協
逼
合
中
央
公
員
像
は

去
る
三
月
二
十
七
目
か
ら
二
丁九
日
ま

で
巣
京
で
仁な
わ
れ
、
こ
れ
よ
り
先
の

二
十
三、
四
目
に
鯖
か
れ
た
耐
織
組
当

者
会
畿
の
M齢
を
引
き
つ
ぎ
水
尤
買
不

6

払
い闘
争
が
王
謡題
と
毒
った
。
こ
れ

は
執
行部
餐
案
の
形
で
行
な
わ
れ
た
が

民
樹
系
中
央
碧
員
か
ら
茶
鱗翼
跳
争
誉

各
伍
別
闘
争
の
一つ
と
し
て
催
億
づ
け

主
製
に
そ
れ
だ
け
碧
取
り
上
げ
る
必
饗

な
し
と
の
灰対
意
見
を
の
べ
た
。　

水
光
費
闘
争
を
㌣耳
の
閥
争
の
主
軸

と
し
て
位
磁
ず
け
る
、
麗
西
地
遅
と

の
同
に
長
時
間
に
りた
}、て
麗
見
が

交
さ
れ
た
が
、
株
決
の
畑
果
執
行
函

案
が
舎決
され
た
。

し
か
し
』
西
地
達
で
は
、
春
の
闘
単
の

主
目
膿
と
し
て
水
光
蟹
不
払
闘
曽
を
め

先
々
謬

の
紀
事
}

團
合
格
者
上
位
二
十
校
中

台
格
者
二
十
二
人
の
堀
川
衝
校
(訊都
)

が
抜
け
落
ち
て
い
ま
し
た
の
で
、
補
足

す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
款
丁
。

〃

小
委
員
会
審
議
に

制
屋
婁

〃

学
長
選
権
拡
大
に
つ
い
て
答
申

掌
侵
選
挙
槽
払
Xに
つい
て
智
瀦
し

て
いた
大
学
岡
度
公
員
会
(妻
員
畏
、

畳
崎
檎
綻済
掌
部
長
教
授
)
は
ζ
の
ほ

ど
払
大
の
惑
向
を
学
長
に
籍
申
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
選
挙
構
の
拡
大
は
必

箪
で
あ
る
が
、
助
教
投
ま
で
に
す
る

魏
盤
灘
義
墾

の
改
正
鰺
は
四
月
以
晦
に
討
議
す
る

小
饗
員
会
を
般
け
、
遅
く
も
十
二
月

ま
で
に
は
畏
体
的
な
内
含
を
決
走
し

て
学
畏
轟

議
委
員
会
に
捉
出
す
る

留
年
学
生
二
百
人
に

こ
と
に
な
って
い
る
。
こ
れ
で
運
箏

裕
払
大
は
四
月
以
降
の
小
饗
員
食
旨

議
に
持
越
さ
れ
る
こ
と
と
孤
った
。

げ
て
冨
り
、
四
・五月
に
総
代
会
を開

き
醐
西
主
安
大
学
で
閣
争
に入
る
。

ロま

　
近
頃
な
に
が
馬鹿

岡
々
々
し
い
と
い
っ
て

も
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

映
圃
騒
動
ほ
ど
腹
の

立
つ
こ
と
は
な
い
、

と
は
茶
轡
評
新薗
の

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
曹

仮
進
学
者
は
四
百
人

教
彊
脇
教
栃
掛
は
素る
四
月
一日
三

十
九
年
度
留
年
者
を
党
製
し
た
が
、
七

れ
に
よ
る
と
教
獲
部
在
席
省
二
干
三
百

人
の
う
ち
籾
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ば
る

百
九
十
人
の
留
年
が
決
定
し
た
.
こ
の

う
ち
約
百
六
十
人
は
、
三
十
八
年
度
入

学
生
で
あ
る
が
三
十
人
は
三十
二
年
展

入
掌
生
を始
め
と
す
る
、
三㎞
冒
、
四

圓圃
の
強者
で
あ
った
。

な
お追
誠験
を愛
け
て
いる
者
が
籾

五
十
人
お
り
こ
ζ
煎
日
中
に
進
字
が

決
定
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
頴
た

仮
進
学
生
は
、
約
四
百
人
で
頑
、溝験

者
を
加
え
る
と
約
四
百
丑
人
に
な

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
留
年
学
生
の
教
は
、
償
年
よ
り
約

五
十
人
増
況
て
お
り
、
年
々
期
す
傾
向

に
あ
り
教
彊
泌
で
は
錯
老
い
.～め
て
い

る
。

で
あ
る
.
今
く
岡
感
。〕馬鹿
ら
し
い
と

い
う
も
お
ろ
か
な
珍
騒
勤
で
は
あ
る
▼

,こ
れ
に
明
白
な
梱
力
側
の
冒
幽
思想

の
弾
庇
で
め
る
白
云
々
、
は
た
ま
た

,こ
の
際
体
制
側
の
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
攻

勢
に
先
子を
打
っ
て
、
徹
底
的
に
そ
の

芽
を
つ
み
と
り
べ
し
`
な
ど
と
は
気
恥

し
く
て
冒
え
る
訳
も
な
い
。
で
は
ど
う

す
る
か
?
黙
し
て
い
る
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
、て
れ
も少
々
昧
け
な
い
仕

業
で
は
な
い
か
▼
と
こ
ろ
で
こ
の
三
時

間
余
の
映
魅
作
製
の
だ
め
に
十
笹
以
上

の
フ
ィ
ル
ム
が
費
わ
れ
て
い
る
と
醤

う
。
そ
の
渥
大
な
フ
ィ
ル
ム
の
中
か
ら

市
川
が
撤
魁
し
に
だ
け
あ
っ
て
ど
の
シ

ヨ
ッ
ト
も
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
し
た
と

こ
ろ
な
ど
兇
あ
に
ら
な
い
。
ζ
れ
ほ
ど

隅
々
ま
で
'鰹

の
行
き
属
い
兀
田
度
の

高
い
俘
品
に
七
う
yラ
に
あ
る
も
ん
じ

ゃ
な
い
。
少
し
は
か
り
の
欠
屈
は
あ
る

に
し
て
も
、
唯
す
ば
ら
し
い
、
と
し
か

直
い
よう
9な
い
隊
作
で
あ
る
▼
も
ち

ろ
ん
コ
ウ
ノ
κ
か
カ
ヲ

だ
か
の
盤
い

た
い
こ
と
は
作
品
の
既
魅
的
価
値
云
々

で
は
猷
い
。
況
や
人
画
が
、
ど
れ
ほ
ど

奨
し
い
、
敵
露
な
人
圓
群
像
が
描
か
れ

て
い
よ
つが
聞
題
で
に
な
い
。
彼
聯

体
祠
側
の
畷
ん
」い
る
こ
と
に
明
々
白

々
で
め
る
。
鎚
醜
な
血
税
を
使
用
し
た

の
}～か
ら
・:
・イ
イ
イ
ヤ
止
し
た
方
が

よ
さ
てう
だ
▼
さ
て
梨
京
オ
リ
ン
ピ
ソ

ク
の
最
中
に
、
騒
々
し
い
日
本
に
耐
え

か
ね
て
、
園
外
に
醜
出
し
に
人
々
も
あ

った
。
こ
の
尻
出
す
る
心
情
は
わ
か
る

と
し
て
も
、
決
っ
し
て
賓
せ
ら
れ
る
行

為
で
に
な
か
一.
た
』
ず
κ
。
脱
出
で
、塾

な
い
.初合
だ

て
め
る
。
そ
ん
な
時
は

ど
う
ぎ
りの
か
。
と
こ
ろ
が
市
川
は
そ

ん
な
謹

気
の
甲
で
オ
リ
ン
ビ
ソ
ク
映

騙
の
製
作
を
引
さ愛
け
た
。
映
圓
作
家

と
し
て
、
こ
の
蹴勘
の
素
材
を
放
て
き

す
る
に
は
忍
び
な
か
っ
た
の
だ
.?
つ現

実
伊
つ眼
を
そ
り
写
こ
と
の
な
い
作
家

の
餐
は
リ
ソ
バ
で
ご
え
あ
る
▼
「人
類

は
囚
ヰ
に
一溜参
を
見
る
」
こ
れ
は
映

薗
爽
京
万
リ
ン
ピ
ソ
グ
の
圃
頭
に
映

さ
恥る
口燕ご
あ
る
。
8ー
場
重
手
一人

の
.γ
ヘド
か出
.いつが
、
ア
メ
」
カ
の

大
選
キ
団
が
出
よ
'つが
、
日
本
が
出
て

よ
つか
、
一様
に
3
ば
ら
し
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
とに
人
頬
の
夢
で
は
な

い
か。
夢
.¢.ゼ
2こ
Oy
厭
治
爆
ど
も

脚軸を
悩
も
。

蟹 ・鱗 癒 撃麟 溺

コンパ、ご宴会に、気軽に御利

用下きい。"大 将軍"自慢の味
と値段で学生諸君のおいでをお
待ちしています。
◇お座敷科、サービス料は一切不饗
です。

ロース焼肉・冷麺 ・中華料理

火將軍
京 ・皿条大冨阪急前 丁εL(84)9162
京都駅前タワービル西TEし(37)8090

京部千代田区神田一ヲ鱈2-3・集英

独
ソ
不
可
侵
条
約
に
絶
望
し
て
、
ニ
ザ
ン
は
党
を
去
っ
た
。

党
は
、
そ
の
脱
出
を
裏
切
り
ど
し
て
、

ニ
ザ
ン
の
存
在
、
そ
の
も

の
を
も
抹
殺
し
よ
う
と
し
た
。
が
、

彼
に
は
雄
弁
な
味
方
が
い
た
。
あ
ま
り
に
も
偉
大
な
友
…
…
サ
ル
ト
ル
だ
。

い
ま
、
サ
ル
ト
ル
は
亡
き
親
友
で
あ
り
、
思
想
上
の
大
先
輩
で
も
あ
っ
た

ニ
ザ
ン
を
、
懸
命
に
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

本
集
で
は
、
彼
ら
の
青
春
告
白
作
品
を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
た
り
の
知
ら

れ
ざ
る
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
実
存
と
い
う
意
識
の
根
源
を
探
っ
た
.

しかも本邦初訳を集めた、いまいちばん話題になっている文学全集!

《編集委員》
伊 藤 藍・鈴7k信太郎
孚娠8雄 ・申野好夫
原 久ド部{五 十膏順,

●
第
3
回
配
本
-ー
4
月
8
日
発
売

予
約
特
価

⑳

ゆ
一

ル
ト
ル

"

4
8
0
円

奇
妙
な
友
情
〈鐸
朔
、
自
井
消
岡
駅
〉

閣
指
導
者
の
幼
年
時
代
く
申
蔓

一襲
v

黒
い
オ
ル
フ
ェ
往
葦
覆
リ

ボ
r
ル
●

評
論

(本
邦
初
訳
)

ニザ
ン

硬T
ル
・ニ
ザン
著
「陰
謀
」

人
と物

〈
鈴
太
道彦
、海
老坂
越
駅
〉

陰
諜
(本
邦
初
訳
)
〈
鈴
木
道
湾
訳
〉

フ
ラ
ン
ス
左
翼
学
生
五人
が
企
て
た
政
篁

覆
の陰
訳
は
・三
8

雫
オ
ニ
ザ
ン
が費
春
㍗残
酷
に
と
ら
え
た
問題
謝

解
説
/
鈴
木
迫
彦

20世 紀の代表作、

蓼藷藩遡
ロ

全

38

巻

の

内

容

紹

介

ー

モ
ー
ム
(英
)

3
グ
レ
ア
ム

・
グ
リ
ー
ン
(英
)

4
フ
霊
茸
ク
ナ
ー
(米
)

5

ヘ
ミ
ン
グ
ウ

呂
イ
(米
)

7
ヘ
ル
マ
ン

・
プ
ロ
ワ
ホ
(独
)

8
カ
フ
カ
(
独
)

9
ギ

昌
ン
タ
8

・
グ
ラ
ス
(独
)

引0
ド
リ

昌
。
,

・
ロ

ッ
シ

ニ
ル
(仏
)

胴
ア

,
ゴ
ン
(
仏
)

12
、13
、シ

臓
ー
ロ
ホ
7
(ソ
)

15
エ
リ
ザ

ペ
ス
,
ポ
ウ
ヱ
ン
へ処
)

ア
イ
リ
ス
・
マ
ー
ド

ッ
ク
曾
◇

16
フ
實
葺
ス
タ
ー
(夷

)

ゴ

5
ル
デ

4
ン
グ
(英
)

17
(
・
ウ
`
ル
ソ
ン
(英

)

イ
ー
ヴ
リ

ン
・
ウ

ォ
ー
(
央
V

18
フ
ィ
ヲ
ツ
ジ

撮
ラ
ル
ド
(米
)

ナ
セ
ニ
ニ
ル
・
ウ

ヱ
ス
ト
(米
)

ヌ
タ
イ
ン
ペ
ワ
ク
(
米
)

ジ
邑
ン
。
オ

ハ
ラ
(米
)

㈲
」

・
ポ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
(
".小
)

フ
ィ
リ
リ
ブ

。
ロ
ヌ
(米
)

20
卜
ー
マ
ス
・
マ
ン
(独
)

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ツ
セ
(独
)

力
ロ
ワ
サ
繍

)

予
約
輯
.U
4
8
0
四

劇
場
/
嬰

他

不
艮少
年
/
内
郎
の
男
/
他

アプ
サ
ロム
・ア
ブ
サ
ロ
ム
/
他

斌
器
よ
さ
最
/
他

ウ
ェ
ルギ
リ
ウ
ス
の
死

抗
/村
医
者
/
断
食
芸
人
/
他

プ
リキ
の"護

ジ
ル

函40屋敷
町/
断
腸
誇
集

開
か
れ
た処
ガ地
ρ上
・
下
)/
他

パ
リ
の
塚

鐘ハ
ワ
ーズ
。
ニン
ド

蝿
の
エ

ア
ン
グ
ロ
・"ク
ソ
ン
の
想
麗

ピ
ン
フ
ォ
ー
ド
の岩
し
み

偉
犬
な
ギ
ャ
ツ
ビ
i

孤
独
な
娘

赤
い
小
馬

サ
マ
ー
ラ
の
町
で
会
おう

も
う
一つ
の
国

さ
よ
2
怯リ
コ
ロ
ン
パス

ヴ
ェニ
ス
に
死ず
/
他

荒
野
の
漿

お
さ
な
い
こ
ろ

2ー
ゼ
ー
ガ
ー
ヌ
(加
.)

ア
ン
デ
ル
シ

"
戸独
)

ノ
サ
ッ
ク
ハ独
)

22
ジ
ッ
ド
(仏
)

7
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
(
"
)

23
ジ
ロ
ド
ウ
(仏
)

レ
イ
モ
ン

・
ク
ノ
重
(仏
)

24
モ
ン
テ
ル
ラ
ン
(仏
)

ク
ロ
ー
ド

・
モ
ー
リ
ア
ワ
ク
(仏
)

26
ジ

こ
リ
ア
ン

・
グ
ラ
ッ
ク
(仏
)

モ
ー
リ
ス

・
プ
ラ
ン
シ
・
'仏
)

27
ペ
ケ

ッ
ト
(
仏
)

ク

ロ
ー
ド

・
シ
モ
ン
(仏
>

28

ヱ
レ
ン
プ
ル
グ
(ソ
)

カ
タ
ー

エ
フ
(ソ
)

29
ハソ
ビ
エト
作
躍
集
V
(1
)

鉛
くソ
ビ
エト
難

V
(2
)

31
〈棄
欧
作
家
集
>

32
ズヴ
ェボ
{撲
)

ホ
フ
マ
ンス
タ
ー
ル
(謬

33
ハ
イ
タリ
ア
小
脱
纂
>

34
ボ
ル
ヘ
ヌ
戸ア
ル
セ
ンチ
ン
)

フ
ヱ
ル
ロ
シオ
(ス
ペイ
ン
)

35
現
岱
圃集

舗
規
代
騨
験
窺

37
親
代
ユ
ー
モア
文
学
鍋

詑
現
代纏
瑠
小
説簾

慰
バ
ル
バ
ラ
の
漁民
一拠

ザ
ン
ジ
バ
ル

弟贋
命う
く
リ

テ
レ
ー
ズ
・デ
ソケ
ルー
/
他

}、使
と
の
た
た
か
い/
他

人
舵
の
H
曜
日
/き
び
しい
冬

独
身
者
た
ち
/
他

あ
ら
ゆ
る
女
は
評
蝸
で
あ
0

シ
ル
ト
の
湧
辺

ア
ミ
ナ
ダ
ブ

モ
ロイ

バ
ラ
ス

フ
リ
オ
・プ
レ
・て
の
患
飴

孤
帆
は
白
む

パ
ー
ペリ
ー
・フ
呂ー
ジ
ン
/
他

ア
ク
シ
餉ー
ノ
ブ
/
他

7
ン
ドリ
ッチ
(ユ
)/
他

ゼ
〉

の
".n悶

影
な
き
女

モ
ラ
ヴ
4ア

侮
蔑
/
佃

小
潟築

ハ
ラ
マ川

■
内
竃

淑
昌
調求
の
力
は
小
絆
』

伝
課
濃

よ
でお
田し
込
み
下
さ
い

《
第
1
回
配
本
V

現
代
人
を
衝
撃
す
る
問
題
作
ー

⑥
へ亨

三
了
ネ
ク
サ
ス

待
望
の
大
増
刷
出
来
1

解
鋭
/
吉
田
健
蟹

河
巨

飾
訳

盃
萄
訳

爾
い
審
/
古
田健
一訳

観
1
の
自
自
の擁
譲

本
邦
初
訳

河
野
一邦
訳

〈
第
2
回
配
本
V

堂
々
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
を
続
け
る
話
題
の
巨
編
ー

②
D
醤
レ
ンス
・チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人

伊
騨藤
整
訳
/
飾
脱
西
堕
璽
二魑

て
ん
と
・2
瓢
菊
池
武
一
訳

イ
タ
リ
ア
の
潟
明

西
照
胆
.∴跳
雛

鋳

西
M臓
=廊
訳

第
4
回
配
本
11
5
月
8
日

く
原

⑭
レ
オ
ー
ノ
フ

泥
卓
也

訳
/
解
説

江
川

卓
〉
本
邦
初
訳

市
民
戦
時
代
に
は
指
導
的
立場
に
い
た
ミ
ー
チ
カ
は
、
革
前
後
の
政
策

纏
への
反
逆
心
か
曳

い
出義

つて
の
泥
擢
と
な
って
い
た
…
.

ド
ス
ト
エ
ヲ
ズ
キ
ー
の
再
来
とい
わ
れ
る
塊
ソ
文
境
の
巨
匠
の
長
鑑

●

457
、
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韓
国
学
生
の
意
識

.反

共

ノと

"反

帝

ノ
の
混
在

ウ

日
本
の
学
生
に
と
っ℃
、
日
韓
会
談

が
切
実
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
現
庇
ど
の
よ
う
に
し
て
も
い
い
え

な
いこ
と
に
な
って
い
る
。
こ
の
よ
う

な状
態
は
、
政
府
の
政
策
に
た
い
す
る

碓
実
な大
聚
の
側
か
ら
の
関
わ
り
よ
う

の
一形
態
に
は
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て

知
識
層
が
こ
れを
現
在
の
練
題
と
す
る

た
めに
は
、
必
す
こ
の
よ
う
な
大
衆
の

存
在
を
か
いく
ぐ
ら
なけ
れ
は
、
な
ん

の
憲
昧
を
も
っ
て
い
な
い
ご
とも
当
然

で
あ
る
。
私は
、
日韓
会
譲
に囲
す
る

渡
韓
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の時

か
ら
、
こ
う
し
た
間
題
関
心
か
ら自
由

と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
私は
さし
あ

た
っ
て
、
あ
た
う
り
隈
り
意
識
的
には

こ
の
政
治
の
渦
中
か
ら
滋
ざ
か
る
と
い

う
仕
方
で
も
っ
て
、
関
わ
り
う
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
い
た
。
そ

れ
は
日
韓
会
談
の
性
質
上
「法
」
と
い

う
撒
妙
な
肉
係
に
わ
け
入
れ
ぱ
入
る
ほ

ど
、
国
家
と
私
た
ち
の
断
絶
の
衰
象

が
消
え
去
って
い
く
こ
と
に
も
関
係
す

る
.
こ
の
こ
と
は
後
で
述
べ
る
模
疑
会

談
に
お
い
て
殊
に
、
激
し
い
い
ら
だ
ち

で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
った
。

汎
た
ち
の
お
か
れ
て
い
た
地
農
と
は

植
民
地
支
配
の
時
代
に
で
も
あ
りえ
た

よ
う
な
、
個
々
人
の
間
の
理
解
と
親
交

そ
し
て
三
十
六
年
間
の
ぬ
史
の
覚
醒
さ

れ
た
時
点
に
お
け
る
「敵
治
」
の
領域

の
問
題
、
そ
の
ど
ち
ら
を
も
累
朴
に
と

り
え
な
い
と
い
う
も
の
だ
った
。
私
た

ち
が
こ
の
聞
隙
を
埋
め
る
た
め
に
は
、

言
菓に
な
ら
な
い
ま
ま
の
慰
識
の
混
と

ん
を
か
か
え
て
黙
し
て
し
ま
う
ほ
か
な

か
った
だ
ろ
う
。
私
は
た
だ
い
く
ぷ
ん

一か
「敷
治
」
の
方
へと
関
わ
った
の
だ

}
った
。
帰
国
し
て
懸
し
る
こ
と
は
、
そ

う
し
た
自
分
に
対
す
る
疲
労
感
の
よ
う

な
も
ので
め
る。

し
か
し
韓
国
の学
生
に
と
って
以
治

は
き
わ
め
て
切
笑
な
岡
繭
で
あ
り
、
そ

,
こ
で日
韓
会
、、が塊
社に
お
い
て
最
大

の
位
趣
を
占
め
こ
い
る
のは
暗実
で
あ

一る
。
私は
一六
だ
け
こ
のど
う
し
よ
う

の

も
な
い
日斡
国
父
正
冨化
と
い
つ課
題

を
慧
誠
的
に
避
け
、
祖国
の統
一、
革

命
の
た
め
に
は
、
現在
時
猟を
よ
り
忌

　

想
形
成
に
滅
点
を
磁
く
へ
き
だ
と
い
っ

た
学
生
を
知
っ
た
が
、
彼
な
どは
特
殊

な
存
荏
な
の
で
あ
あ
る
、
私た
ち
が接

し
え
た
学
譲

も
と
誘

琴

れ
た部

分
に
す
ぎ
な
い
。
,規
幽
6
と
い
う
名

く

目
で
貿
講
し
つる
学
生
は
さ
まざ
ま
な

"ふ
る
いム
を
透
過
し
た
後
の
こ
と
で

あ
る
。
け
れ
ど仮
ら
が
理
念
と
し
て
捉

出
し
てく
る
こ
と
は
、
や
は
り
日
本
の

掌
生
履
と
は
比
載に
な
ら
な
い
ほ
ど
狭

い
領域
に
鰍縮
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

あ
る
字
生は
次
の
よ
う
に
韓
国
の
学

竺
襯
を分
頬
し
た
。
こ
れ
は
私
が
日
本

の
掌
峯
の間
の慰
識
の払
散
と
、
学
生

運
駒内
甑
にお
い
て
の分
裂
状
況
を
示

し
た
後
に
甜
っ
てく
れ
た
こ
とで
あ
鴫

る
。
政
治
をメ
ルク
マ
ール
とし
た
分

類
で
め
る
こ
と
は
断
わ
る
ま
で
も
な

い
。或

ず
扇
一一に
は
理
論
的
社会
主義
者

ゲ
ル
ー
プ
。
い
う
ま
で
も
なく
六
一

年
単
事
革
命
以
睡
、
こ
のよ
う
なグ

ル
ー
プ
が
合
法
的
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。
現
在
て
も
マ
ル

ク
ス
ま
翻
的
文
献
は
禁
止
さ
れ
てお

り
、
日
小の
冨
誠
で
い
って
民
社
寛

か
り
なに
す
へて
地
下
活
動
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
、
韓
国

の
学
生
運
剴
を
甲
心
と
す
る
運
鉤
の

ダ
イ
ナ
、、、ズ
ム
は
常
に
こ
の
凪
下
グ

ル
ー
プ
が
誠
融
へ浮
き
で
て
く
る
宋

件
を
偏
え
て
いる
よ
う
で
あ
る
。
昨

臼
の
反
日
属
辱
外
交闘
争
爵
に
お
い

ても
、
デ
モ
の
肚翼
に
伴
な
い
ス
ロ

ーガ
ン
が
「反
朴
政
権
」
へ、
そ
し

て
「竺
」
へ
と
父窓
し
て
い
った

}

こ
とは
、
私
た
ち
の
記
憶
に
新
らし

い。
私
に
は
こ
のグ
ル
ープ
の
イデ

オ
ロギ
ー
が
どう
い
うも
の
か
判
然

と
はし
な
い。
た
だ
昨
年
の非
常
戒

厳
体
制
以降
崩
壌
し
な
が
ら、
再
ぴ

各
大
学
で細
々
と
紺織
さ
れ
た
ζ
と

は
事
実
の
よ
うだ
。
彼
ら
が
今
後
の

運
動
の
な
か
で
ヘゲ
モ
ニ
ー
を
取
り

得
る
か
と
い
っ
て
も
予
測
は
不
可
能

で
あ
る
。
例
え
ば
反
日
的
と
か
反
米

的
と
か
い
う
恵
味
で
、
意
識
に
異
な

った
ニ
ュア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
、
彼
ら
は
今
何
か
に
曳ろ
う

と
し
て
、
切
実
な
ナ
ソ
ヨナ
ル
な
問

題
か
ら
思
想
形
成
を
迷
げ
つ
つ
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

第
二
に
は
親
野
党
的
な
「志
士
的
運

動
家
グ
ル
ー
プ
」
。
学
生
自
治
会
の

指
導
層
は
い
ま
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
占

め
ら
れ
で
い
る
。
彼
ら
が
、
朴
政
権

の
日
韓
交
渉
が
弱
腰
だ
と
し
て
「屈

辱
外
交
反
対
」
の
先
蜂
を
に
な
って

い
る
わ
け
で
あ
る
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
親
与
党
囹
な
保

守
的
層
、
最
後
は
「没
知
覚
」
層
で

い
ま
こ
の
恥
分
が
層
え
つ
つ
あ
って

ど
う
に
も
なら
な
い、
と
の
こ
と
で

あ
った
。

私
た
ち
と多
く
つ
き
あ
い、
こ
と
に

模
疑
会
談
に
参
加
し
た
学
生
は、
第
二

のグ
ル
ープ
に
属
す
る
の
だ
ろ
う
。第

一のグ
ル
ープ
の
人
か
ら
い
わ
せ
る
な

ら
ば
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
政
治
家
気

ど
り
の
連
中
だ
と
い
う
こ
と
に
汽
る
ら

し
い
が、
押
念
に
お
い
て
反
発
し
な
が

ら
彼
ら
は、
妙
に
わ
が
イ
ン
ス
タ
ン

ト
・政
治
轡
年
と
気
が
あ
う
よ
う
な
の

で
あ
っ
た
。

片
方
が
三
十
穴
年
の
被
支
配
の
歴
史

か
ら
、
日
韓
会
鮫
を
新
檎
民
地
主
義
の

傾
向
が
あ
り
、
経
済
進
出
の
み
で
は
共

産
主
鵜
の
侵
略
に
対
し
て
買
任
を
回
避

す
る
も
の
だ
と
し
て
「反
共
」を
唱
え
る

の
に
、
片
方
が
、
わ
が
民
主
的
平
和
惣

法
を
有
す
る
国
に
お
い
て
植
民
地
侵
略

な
どあ
り
え
る
はず
が
な
く、
ま
た
共

産
主
義
は
、
民
主
的
に
淘
汰
さ
れ
る
も

の
だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
は
な
桟

要
は
自
由
主
義
国
家
の
経
済
的
、
文
化

的
繁
栄
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
と
す
る
、

き
わ
め
て
懸
覚
的
で
あ
る
こ
と
は
共
通

一性
が
あ
る
の
だ
っ
た
.

底
に
流
れ
る
抵
抗
の
歴
史

「
統

一
」
が

で

る

必
然

性

9戦
後
民
主
主
義
`
と
いう
尿
感
覚

が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
わ
か
り
す
ぎ
る
ほ
ど
わ
か

っ
て
いる
捕
恨
恥な
の
で
あ
った
が
、

韓
国
の
字生
の
惑
誠
は
十
分
に
距目
に

値
い
す
る
も
ので
あ
った
。
後
進
国
に

と
っ
て
血代
化
と
い
うも
の
が、
確
か

に
め
る
,樫
の
月念
性
に
束り
う
つ
る.枯

盤
を
知
謡
勝に
も
に
ら
す
危険
性
は
見

・て
と
れ
る
。け
れ
ど
彼
ら
の
慧職
に
凝

縮
さ
れ
兀
も
の
を
み
る
こ
と
は、
「灰

共
」
と
い
い
コ反
帝
N
主
浅
」
が
発
想

さ
れ
る
抵
抗
の
歴
史
に
よ
っ
て
強
固
に

な
った
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
三

十
六
隼
間
に
わ
た
る
日
本
帝
困
主
義
の

櫃
民
地
支
配
へ
の
抵
抗
の
伝
軌
、
そ
の

後
に
埼
か
わ
れ
た
朝
鮮
甥
乱
に
ょ
る

「共
産
主
義
者
」
の
銭
虐
性
に
対
す
る

全
国
民
的
な
体
験
の
麗
さ
は
、
現
在
世

界
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
堰
念
に
択
し

て
妥
励
で
き
な
い
、
混
沌
と
し
た
夢な

に
か
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
朝
鮮
動

乱
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
者
の
策
謀
に

よ
って
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
の
が

「事
実
」
だ
と
い
う
反
齢
が
い
った
い

な
に
に
な
ろ
う
。
一九
五
〇
年
六
月
二

十
五
日
の
ある
点
を
証
し
だ
て
る
た
め

にな
さ
れ
る
「自
由
」
と
「共
産
」
主

義
の
側
から
の
舅
力
は
、
韓
国
人
民
が

同
一民
族
間
で敵
対
し
、
皿
で
血
を
洗

わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
った
と
いう
尿

体
験
の
絶体
性
の
創
には
す
べ
て不
毛

で
あ
る
.
彼
らは
どち
ら
か
と
いえ
ぱ

共
産
主
義
者
が
慢
略
者
で
、
自
由
主

義
者は
援
護
者
だ
とみ
て
いる
が
、

そ
ん
な
も
のは
相
対
性に
さ
ら
さ
れ
て

し
ま
う煽
命に
あ
る
。そ
れ
は
ア
メ
リ

カ
と
ン
迷
と
い
っ
た両
方
の帝
国
主
義

下
に
あ
る輯
国
と
い
う
形に
なる
の
で

あ
る
。

現
在
の
政
栢
下
で
許
答
され
る
も
っ

と
も
フ
ジ
カ
ル
な
埋念
は
そ
の意
味
で

は
、皮
共
、
反
帝
の
ナ
シ
ョナ
リズ
ム

だ
と
い
え
よ
う
。
私
た
ち
が
会
っ
た学

生
は
す
べ
て
旧
日
本
帝
国
主
襲
の
残虐

を
口
を
極
め
て
指
獅
レ
、現
在
の
日韓

会
談
に
よ
る
経
済
進
出
の
危
険
性
を
唱

え
た
。
新
帝
国
主
義
と
い
う
書
葉
は、

経
済
援
助
、
借
か
ん
か
ら
文
化
交
流
の

範
麗
に
も
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ム

チ
と
冠
教
帥
、
盧
接
支
配
に
よ
る
旧
帝

国
主
義
と
の
相
違
だ
と
い
う
。
彼
ら
は

日
本
の
字
生
に
対
し
て
過
去
を
謝
罪
す

る
よ
う
に
要
求
し
た
し
、
今
後
の
日
韓

関
係
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
こ
と
が
あ

り
え
な
い
た
め
に
、
日
本
人
青
年
は
何

を
す
る
の
か
と
い
う
形
で
迫
ま
「た
.
'

彼
ら
に
と
って
そ
れ
は
究
極
的
に
は
日

韓
の
反
共
運
亭
同
盟
結
成
へと
実
践
化

さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
だ
った

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
掌
生
が
、
蓉

い世
代
に
お
い
て
は
経
済
援
助
が
植
民

地
支
配
の
布
石
に
な
る
と
考
え
て
は
決

し
て
い
ず
、
た
だ
経
済
的
に
量
か
な
国

が
、
後
進
国
と
援
助
す
る
の
は
当
然
の

義
務
で
あ
る
と
い
って
も
、
何
の
解
答

に
も
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
我

は々
反
共
軍
事
同
盟
の
紬
成
と
い
う
点

では
反
対
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
よ

　

う
な
慧識
を
も
って
い
る
目
本
の
習
年

の
も
と
では
、
現
在
の
ロロ韓
交
渉
が
新

帝国
主
義
の侵
出
で
あ
る
は
ず
が
廷

い、
と
いう
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
諭
理

的
な
獄
脈づ
け
は
、
国
連
中
心
主
義
と

平
和繰
法
、
そ
の
下
に
あ
る
目
本
国
内

法
によ
っ
て与
え
ら
れ
る
.

つ
ま
り
非諭
理
性
と
いう
点
か
ら
輔

国
の
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ムに
、
鈍
く
突
き

あ
た
り、
は
ね
つけ
ら
れ
た
の
が戦
後

民
主
主
輪
の號
序
さ
れ
た
粕
理性
だ
っ

た
。
私
は
目
本
の
右
よ
り
の
知
入
が
い

う
「反
共
」
と
い
う
の
が
、
わ
が
国
の

と
り
う
る
究
極
の
方
向
と
も思
わ
な
い

し
、
ま
た
「反
共
」
と
い
う
の
が
保
守

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
「反
帝
」
と
い
う

の
が
進
歩
的
で
あ
る
と
し
て
一憂
一喜

す
る
趣
味
も
も
ちあ
わ
せ
て
い
な
い
。

そ
ん
な
人
櫨
が
韓
国
に
い
っ
てく
る
と

日
本
の
学
生
が
と
ら
わ
れ
たよ
う
な
混

乱
を
、
ど
う
し
て
も
絶
験
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら、
日韓
会

談
妥
繕
後
は
さ
ぞ
愉
快
な
も
の
が見
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
も
し
た
く
な
る
わ

け
で
あ
る
や
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
国
民
的
な
原体
験
を
基
盤
に

し
た
韓
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
現

在
、
8
わ
め
て
ラ
ジ
カ
ル
な
、
反
支
配

者
運
動
と
な
り
え
て
い
る
と
い
う
扇
実

と
、
韓
国
知
脇
層
が
何
か
に
至
ろ
う
と

す
る
の
は
、
こ
う
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
か
い
く
ぐ
って
の
革
命
の
思
想
化

と
い
う
作
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

さ
き
ほ
ど
紹
介
し
た
ロ
マ
ン
チ
ス
ト

は
「韓
国
の
学
生
運
動
に
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
が
な
い
」
と
い
っ
た
が
、
確
か
に
政

治
家
的
志
士
の
主
導
す
る
反
旦
騨
会
啖

闘
争
は
そ
の
憲
味
で
は
絶
磁
的
で
あ

る
。
彼
ら
は
「決
し
て
反
朴
政
梱
逼

動
で
は
な
い
」
と
自
負
し
て
い
る
し
、

ま
し
て
や
「統
一」
は
朴
の
い
う
よ
う

に
「先
建
後
統
」
と
い
っ
た
北
軸
に
匹

敵
す
る
ほ
ど
の
工
業
・近
代
化
の
必
要

性
を
第
一に
と
な
え
て
い
る
。
け
れ
ど

こ
こ
に
彼
ら
の
い
う
「反
共
」
と
」
反

帝
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
常
に
崩
壊
し
て
い

か
ざ
る
を
え
な
い
面
も
あ
る
の
で
あ

る
。
ひ
と
つ
の
凝縮
し
た
思
想
の
拡
散

と
い
う
点
で
、
退
廃
を
が
け
る
た
め
に

は
、
や
は
り
「統
こ
の
占
難
を
選
ぱ

ざ
る
を
え
な
い
と
思
う
。
例
の
ロ
マ
ン

チ
ス
ト
を
私は
そ
う
し
た
知
戯
人
の
一

人
で
あ
る
と
判
断
し
た
.

外
国
人
と
し
て
の
私
の
み
た
脚
国
は

政
治
的
な
助
輝
-経
膨
的
な
破
た
ん
は

日
本
に
比
す
を

も
な
く
激
し
い
も
の

■

●

,
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バンそしてコーヒー

 

で
あ
っ
た
。
「統
一」
は
な
ん
ら
か
の

大
衆
運
動
が
起
り
さ
え
す
れ
は
「近
い

将
来
」
に
司
能
と
な
る
必
然
性
が
あ
る

よ
う
に
患
え
る
の
だ
っ
た
。
彼
も
そ
れ

は
認
め
た
が
、
彼
の
目
に
は韓
国
の
社

会
は
よ
り
「安
庄

の
方
同
に
垣
きお

お
い
て
映
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
.彼

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
製
し
、
詩
を
つく

り
、
多
く
の
勧
物
に
説
し
み、
芸
術

家
、
政
治
累
、
教
授
、
突
粂
家
と
の
交

際
か
ら
碓
か
な
知
識
を
褐
る
と
い
う
日

常
的
な
生
沽
を
架し
み
う
る
人
聞
だ
っ

た
か
ら
、
そ
し
て
そ
う
し
た
自
分
を
慧

識
的
に
碓
認
出
来
る
男
だ
っ
た
か
ら
、

少
な
く
と
も
十
年
の
期
間
が
、
自
分
の

思
想
形
成
の
巣
て
の
も
の
が
世
界
を
転

圏
さ
せ
る
た
め
に
必
量
だ
と
し
て
い
た

の
だ
った
。

覆
、
北
鮮
か
ら
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
放

送
を
き
き
な
が
ら
彼
は
「き
れ
い
ζ
と

す
ぎ
る
」
と
い
い
「い
つ
か
こ
の
目
で

北
頼
の
大
衆
の
生
活
を
み
て
き
淀
い
」

と
ボ
ツ
リ
と
い
った
。
(N
)

(写
翼
は
、
反
共
自
由
の
シ
ン
ポ
ル
∂

プ
リ
ド
ム
・セ
ン
タ
ー
6
ソ
ウ
ル
市
)

;

●

●
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印

は
し
な
い
。そ
れ
に
余
程
の
こ
と
が
な

い
限
り
"研
究
6
に
横
や
り
を
い
れ
ら

れ
る
こ
とは
な
い
。
軍
人
は
糧
力
を
一

度
握
る
と
な
か
な
か
離
し
た
が
ら
な
い

ん
で、
八年
も
堰
敵
令
が税
い
て
い
る

が
ね。
キ
、、、
勅
聞に
磁
く
こ
と
とば研

究
報告
と
は
砧
う
か
ら
」
と
い
う
こ
た

え
で
あ
っ
た
。
猪
木
教
授
は
タ
イ
の
軍

人
独
裁
と
イン
ド
ネシ
ア
の
スカ
ルノ

独裁
と
の
比
眠
研
究
を
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
把負

を桁
っ
て
い
る
、
と

こ
ろ
が
最
近
タ
イ
国
内
で
は
、
軍
人
や

宮
鼓
が
土
地
の
買
い
占
め
を
行
な
う

と
い
う
現
嶽
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
に
研
究
の
メ
ス
を
く
れ
る
ζ
と
は

や
は
り
蟻
し
い
と
い
う
例
も
出
は
ヒ
め

て
い
る
。

「く
い
な
き
同
盟
」
に
聾
わ
さ
れ
て

い
る
タ
イ
国
の
政
治
外
交
は
よ
き
に
つ

け
悪
し
き
に
っ
け
、
タ
イ
国
政
治
家
の

心
情
を
よ
く
あ
ら
わ
し
た
も
の
だ
。
ナ

シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
の
中
で
、
日
本

と
《
圓
歩
醐
を
と
って
、
英
米
に
蟹
戦

布
告
を
行
な
い
、
日
本
載
局
不
利
の
由

で
は
、
「フ
リ
ー
・タ
イ
運
動
」
の
轍

に
禦
って
、
連
合
国
と
通
じ
て
お
り
、

い
ち
は
や
く
鵠
戦
布
告
の
熱
効
宜
琶
虹

し
た
国
、
タ
イ
ー
京
大
東
南
ア
ジ
ア
F

究
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
の
よ
体
性
と
の
乖

(か
い
)
離
に
曲
前
す
る
恐
れ
は
多
分

に
あ
る
と
い
わ
さ
る
を
得
な
い
。
(巣

南
ア
観
の
凛
お
わ
り
)

(N
)

学入御大
山
兄
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蘇

引

中
]

●

一

周

劇
で
す
ね
」
飯
島
は
子
供
遣
の
た
め

に
、
ボケ
ソト
・
マネ
ーを
は
た
いて

地
球
儀
を這
っ
た
も
の
だ
。
こ
のよ
う

な
状
況
の
㌍
で
は、
園査
研
究
に
お
い

て
も
、
ザ
イ
ン
と
ゾ
レ
ン
の
がが
大
き

す
ぎ
て
一般
的
方
法
論
が通
用
し
な

い
。
飯
島
氏
は
「何
と
は
な
し
の
コト
゜

バ
」
ま
で
片
っ
端
か
ら
賀料
にし
て
い

く
こ
と
に
し
た
。

医
帥
の
数
は
日
本
が
人
口
三
百
人
に
ひ

と
り
で
あ
る
の
に
、
タ
イ
国
で
は
八
干

人
に
ひ
と
り
、
結
核
治
擬
薬
で
も
パ
ス

は
あ
って
も
ス
ト
レ
プ
ト
マイ
シ
ン
は

ほ
とん
ど
使
わ
れ
な
い
。
ま
た
寺
松
教

授
は
、
タ
イ
て
初
め
て
の
肺
の
窒
洞
切

開
術
を
や
って
み
せ
て
、
サ
ン
マ
ソト

ラ博
土
ら
タ
イ
の
医
学
者
を
鷲
か
せ
た

と
いう
エピ
ソ
ー
ド
が
で
き
た
と
い
う

状
態
であ
った
。
岡
教
授
は
そ
の
切
囲

術
を
タイ
に
とり
いれ
た
いと
いう
現

地
医
帥
から
再
訪
を
講
わ
れ
て
いる

が
、
いま
の
と
こ
ろ
そ
の
貧
金
は
な

い.一方
医
学
潟の
西
浦
、
戸
田
教
授
は

ら
い病
の診
断
と
治
療
に従
嶺
し
て
、

現
年
舵
民
に非
需
にし
た
わ
れ
た
。
西

涌
教授
は
タ
イ
、
マラ
ヤ
のら
い病
患

者
の
病状
が結
節
ら
い
と斑
紋
ら
い
と'

の
署
る
し
い差
異
に
糊目
し
て、
そ
れ

が
人
糊
の漉
いに
起
因
し
て
い
る
ので

は
な
か
ろ
う
か
と
い
う疑
問
を抱
く
に

堅
つ
て
い
る
。

久
し
ぶ
り
の
日本
食
と
日
本
語に
僕

は
ゴ
キ
ゲ
ン
だ
っ
た
。
そ
の
う
え、
こ

こ
は
異郷
と
は
い
え
京
大
構内
も同
然

だ
っ
た
。
「こ
こ
ては
西
方
か
ら
来た

人
は
畝
迎
さ
れ
な
い
よ
。
日
本
のお
み

や
げ
が
期
待
で
き
へ
ん
か
ら
な」
と本

岡
所
畏
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
し
た不
半も
も

の
と
も
せ
げ
、
イ
ラ
ン、
イ
ンド
と
温

辛
い
現
地
料
理
ぱ
か
り
に
ヘ
キ
エキ
と

し
て
い
た
険
は
、
所
員
の
分
ま
で
も歓

ば
って
日
本
食
を
半
ら
げ
る
こ
と
に
レ

た
。
明
日
か
ら
は
サ
イ
ゴ
ン
と
い
う
域

乱
の
琶
に
滞
在
す
る
身
な
ら
は
、
な
お

さ
ら
今
の
う
ち
に
日
本
食
を
、
と
い
う

気
持
も
あ
った
に
遂
い
な
い
。

発
足
間
も
な
い
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

所
員
の
不
溺
は
、
研
究
室
に
傭
え
ら
れ

て
い
る
爵
籍
の
叛
え
る
ほ
ど
し
か
な
い

こ
と
で
あ
った
。

オ
ン
マの
背
中
な
ら
ぬ
象
の
背
に
の

ん
び
り
ゆ
ら
れ
て
い
く
田
園
風
景
を
横

目
に
見
な
が
ら
、
運
転
手
の
ソ
ム
チ
ャ

イ
君
は
、
「京
大
の
人
が
余
り
親
切
な

ん
で
ワ
タ
シ
も
日
本
に
行
って
み
た
く

て
仕
様
な
い
よ
。
そ
れ
で
今
貯
金
し
て

る
ん
だ
け
ど
な
」
と
い
い
な
が
ら
、
ボ

ク
を
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
ド
ン
・ム
ア
ン

空
港
に
送
って
く
れ
た
。
メ
ナ
ム
の
平

原
を
雌
れ
れ
ば
間
も
な
く
眼
下
に
広
が

る
の
が
、
メ
コシ
デ
ル
タ
で
あ
った
。

し
て
き
て
い
る
。
反
対
勧
議
会
は
来
る

六
八
年
の
第
一次
夷
約
の
期
限
切
れ
に

反
対
運
動
の
熊
点
を
あ
わ
せ
て
長
期
戦

の構
え
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
財
団
の
援
助

に
よ
る
現
代
中
国
研
究
会
も
、
や
は
り

反
対
蓮
動
に
あ
って
、
今
年
の
第
一次

計
画を
も
っ
て打
切
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で、
反
対
協
議
会
は
さ
ら
に
目

信
を
も
って
「ケ
ネ
デ
ィ
ーー
ライ
シ
ャ

ワ
ー
攻
勢
」
と
対
決
す
る
と
述
べ
て
い

る
。こ

れ
に
対
し
、
本
岡
バ
ン
コ
ク
嶺
栃

所
長
は
「い
つ
で
も
反
対
運
鉤
の
学
生

と
酷
レ
合
う
用
意
は
あ
る
。
あ
の
闘
争

資
料
に
は
我
々
の
研
究
活
動
の
開
始
以

後
の
こ
と
に
少
し
も
触
れ
て
い
な
い
」

ま
た
猪木
正
道螺
崔
委
は
「あ
れ
は
へ

木々
派
の
動務
報告
に
す
ぎ
な
いよ
。

我
々
と
し
ては
、
二期
以
降
に
本
栖
的

研
究
を計
画
し
て
いる
わ
け
だ
か
ら
、

研
究
を
や
めた
く
は
な
い」
と反
対
派

を
一蹴
し
去
っ
て
いる
。

X

×

X

「と
り
わ
け
猪木
先
生
の
収治
則
勧

究
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
付つ
者
が
い

る
。
タ
イ
国
に
し
て
も
回
囚
は
笑
に
平

和
そ
の
も
のだ
が
八
年
同
も
戒
腋
令
が

し
か
れ
て
お
り
、
内
閣
閣
僚
の
殆
ど
が

覧
人
だ
。
議
会
も
彫
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
耳
政
に
批
判
的
な
餅
究
報
缶

が
で
き
る
自由
は
制
限
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か」
と
い
う貿
問
をボ
ク
は
猪
木

〃る当が
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ア
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所
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…

マ

ス

コ

ミ

手

そ

の

2
…
…
・

果
た
し
て
いる
の
み
。
平
地
カ
レ
ン
で

は
四
年
前
に
学
校
が
で
き
た
の
で
、
タ

イ
語
を
読
め
る
人
が
出
は
じ
め
て
い

る
。
こ
の中
で
飯
島
氏
は
興
味
あ
る
現

象
を
伽
察
し
た
。
間
地
の
学
校
教
胃
で

200円(〒釦円)定価

 

集試入

段

皆

無

の

村

粛
鞘
ア
研
は
は
じ
め
、
ビ
ル
マ村
溜

調
釜
を
予
輝
し
てき
た
が
、
同
国
の
政

情
急
変
から
長
期
滞
在
が
断さ
れ
な
く

な
った
た
め
、
急
拠
タ
イ
村
落
調
査
班

ロ

に
再
絡
さ
れ
、
去
年
の
四
月
か
ら
一年

間
醐
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
った
。
飯

勘
氏
は
北
部
タ
イ
の
カ
レ
ン
族
が
当
初

予
足
し
て
いた
ビ
ル
マ
・召

ン
と
回

系
であ
る
こと
、
従
来
の
調
査
が
ほ
と

ん
ど行
な
わ
れ
て
い
な
い
ζ
と
に
着
眼

し
て、
これ
に
と
り
く
む
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
タ
レ
ン
族
ご
と
に
山
地
カ
レ

ン
は
近
年
急
速
な
近
代
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、
村
落
構
造
の
崩
壊
を
も

現
象
し
て
いる
が
、
そ
の
原
閃
を
飯
島

氏
は
、
政
府
が
山
林
保
護
対
策
と
し
て

出
し
た
,焼
畑
禁
止
令
`
に
見
て
い

る。
これ
に
よ
って
カ
レ
ン
族
は
焼
畑

によ
る
陀
稲
栽
培
か
ら
冠
葎
農
業
の
水

稲
栽
培
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

飯
島
氏
は
カ
レ
ン
族
の
村
落
で
山
の

上
と下
に
二
つ小
屋
を
建
て
て
牛
活
し

て
いる
が、
彼
に
よ
る
カ
レ
ン
族
の
家

族
胤
縁
構
成
の
実
態
調
査
は
出
発
間
も

な
い與
南
ア
研
の
「貝
体
的
に
あ
ら
わ

れ
た
世
界
的
成
果
の
第
一号
」
と
猪
木

正
道
法
学
邦
教
授
(東
甫
ア
研
常
任

委)
が
折
紙
を
つ
け
た
も
の
。

チ
ェン
マイ
に
紅
い
と
は
い
え
、
一

歩
山
に
は
い
れ
は
、
山
地
カ
レ
ン
で
は

カ
レ
ン
語
を
論
め
る
人
は
い
る
が
、
タ

イ
懸
を
罐
め
る
人
は
な
し
と
い
う
何
様

た
.
飯
島
氏
が
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
類
ン
オ

を
持
って
い
る
と
は
い
え
、
他
に
は
旅

砂
者
の
行
商
人
が
マ
ス
コ
ミ
の
役
目
を

拡がる研究領域
認口◎

熈鵬

　制限された自由、のなかでの研究

め
ざ
す

は

ラ

イ
結
核
根
絶

今
夜
彼
は
バ
ン
コ
ク
で
仲
聞
と休
息

を
と
り
明
朝
に
再
び
北
泌
山
魁
に
帰
っ

て
い
く
。

一方
イ
ン
ド
か
ら
ソ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で

熱
帯
に
位
尉
す
る
ア
ジ
ア
各
国
共通
の

風
土
病
と
い
う
悩
み
が
あ
る
。
ζ
と
に

結
核
と
ら
い
え
の
対
策
は
一人
国
民
遵

動
を
怨
し
て
ヒ
り
く
む
べ
き
問
題
で
も

あ
る
。
現
猛
稟
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
ら

い
愚
者
は
二
懸
=手
万
人
と
い
わ
れ
て

い
る
し
、
結
核
患
者
に
つ
い
て
は
タ
イ

国
人
自
の
六
%
に
も
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
困
々
も
医
帥
と
医
薬

品
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
医
学

冊
の
蔚
川
教
授
(囚
科
)
と
軸
核
研
冤

所
の
青松
教
投
(外
科
)
に
よ
れ
は
、

カ
レ
ン
族
の
青
年
と
山
に
あ
る
陵
稲
畑
の
小
置
(飯
島
氏
写
す)

東
南

ア

研

の

今

後

の

課

題

東
閑
アジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
フ

ォ
ー
ド
財
団
の
資
金
援
助は
ア
メ
リ
カ

政
策
の
か
た
蕎
り研
究
だ
と
し
て、
大

学
院
生
協
醗会
や
同
学会
を
中心
と
す

る
学
生
多数
の
反
対遅
動
を
くぐ
り
板

け
て
曲
り
な
り
に
も
発足
し
た
のは
、

さ
る
三
十
八
勾
の
二月
だ
った
.そ
の

間
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
ては
本
紙
連
載

「京
大
海
外研
究
の実
態
」
です
で
に

ふ
れ
た通
り
で
あ
る
。そ
の後
さ
る
二

月
岡セ
ン
タ
ー
反
対
協縄
会
は
、
これ

ま
で
の
闘争
紀
録
と
し
て
フ
ォー
ド
財

団
と
京
大
の
牲
復樗
簡
を除
く
、
闘
鱗

資料
を
網
羅
し、
北
京
ソン
ポ
ジ
ウ
ム

で
も
同
セン
タ
ー反
対
の
意志
を
表
明

ぽ
く
逢
が
あ
る
ひ
と
つ
の
出
来蜜
に

対
し
て
同
う
そ
の
対
応
の
仕
方
は
、
そ

の
底
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
囚
包
し
て

いる
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
ぼ
く

達
の
ま
わ
り
に
何
か
が
起
っ
た
場
合
、

そ
の
時
ぼ
く
達
は
そ
の
起
っ
た
何
か

に
対
し
て
、
い
か
な
る
穂
類
の
も
の
で

あ
れ
、
そ
れ
への
反
応
を
迅
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
反
応
は
ぼ
く

達
の
囚
鄙
の
ど
の
地
点
で
行
な
わ
れ
る

の
か
。
そ
の
決
足
は
ぼ
く
迷
の
歩
ん
で

き
た
軌
跡
、
そ
れ
の
も
つ
重
さ
の
買
に

ょ
って
強
く
規
制
さ
れ
て
は
い
ま
い

か
。
黄
萄
れ
時
の
不
分
明
さ
に
似
て
醇

い
皮
膜
に
お
お
わ
れ
た
ま
ま
、
次
第
に

記
憶
の
晒
い
闇
え
と
沈
ん
で
行
く
ぽ
く

た
ち
の
魍
去
は
、
そ
こ
で
の
健
執
、
葛

[瞭
、
イ
マー
ジ
ュの
か
ず
か
ず
を
忘
れ

ンタ
ー
・ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
、
存
在
と

意
識
な
ど
のア
ン
ビ
ヴ
ァレ
ン
ス
の
裡

に
知
覚
す
る
の
であ
る
。
〈盃
足〉
と

薦
器
獣

吐
縛

雛

開
欝

訟

濠

意
味
し
か
持
た
なく
な
・た
と

き
、
ぼ
く違
は
日
頃使
いな
れ
た
そ
れ

ら
を
更
め
て
自
ら
に問
う
てみ
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ぼく
達
に
あ
っ

て
は
、
そ
れは
〈
死者
〉
のイ
マー
ジ

ュ
、
そ
の
体
鼻
に
集約
さ
れ
ると
冥え

て
詩
的
冒
踊
で
表現
す
る
こと
に
、
幾

分
か
の
縛
ら
い
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
だ
が
、
ぼ
く這
の
〈
死壱
〉
がそ

こ
に
棲
む
以
上
、
ぼく
遠
の
〈死
〉
も

極
め
て
平
凡
な
そ
れ
であ
る
こと
が
目

だ
。
ぼ
く
燧
は
あ
の
〈死
〉
と
の
知
似

を
こ
の
李節
に
分
ち
、
そ
れ
ら
の
こ
と

を
轡
き
初
め
る
と
き
、
ぼ
く
の
上
に
恵

く
の
し
枷
か
る
他
の
す
べ
て
の
李
節
と

も
分
ち
あ
って
いる
こ
と
を
。
骨
に
か

ら
み
つ
いた
繊
維
の
か
た
ま
り
。
ど
ん

な
ミ
イ
ラ
も
、
ど
ん
な
塩
の
仕
も
、
ど

ん
な
解
剖
用
死
体
も
ー今
の
ぼ
く
煙
の

半
分
も
死
ん
では
いな
いの
だ
」
ロ
ー

レ
ン
ス
。ダ
レ
ル
に
と
って
の
イ
ギ
リ

ス
が
正
碓
に
ぼく
迷
に
と
って
の
目
本

で
は
な
いに
も
弼
わ
ら
す
ぼく
逮
の
塊

俘
在と
そ
の総
体
的状
況
は
、
こ
の
よ

う
な
一勧
を
ぼく
、越
の脳
裏
に
焼
付
け

る
の
であ
る
。

こ
こ
で、
「藁
熱
オリ
ン
ピ
ソク
「

華
麗
な
孤
独
な
美

ム
ロ
マ

画
面
と
観
客
と
の
相
剋
の
ド
ラ
マ

●
論
を
展
駒
す
る
ほ
ど
惨
め
に
な
り
た
く

な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
映
画
を観
経

う
た
時
の
感
想
で
あ
る
、
市
川
昆十
和

田
夏
十
の
シ
ナ
リ
オ
を
読
ん
だ
時
、そ

の
夷
辞
麗
句
を
連
ね
た
壮
大
な
イ
マ
ー

ジ
ュ
に
と
き
ど
き
駅
き
出
し
兀
く
な
っ

た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
イ
マ
ージ
ュ
の

殆
ん
ど
が
〈
記
録
〉
の
ま
え
に
打
砕
れ

て
し
ま
って
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
太

陽
に
始
ま
り
太
陽
に
恥
る
騨
麗
な
ソ
ヨ

一ッ
ト
の
か
ず
か
ず
。
そ
れ
は
く
起
録
V

と
い
う
眠
に
観
え
な
い
時
間
と
の
闘

い
。
技
能
の
鯉
劣
を
競
う
一瞬
の
勧
肉

の
動
静
に
集
約
さ
れ
つ
つ
、
ぼ
く
達
の

〈生
〉
の
も
つ
浪
貿
的
な
執
念
の
ま
え

に
そ
の
囚
実
が
じ
つ
は
極
め
て
貧
相
で

あ
る
こ
と
を
迅
説
的
に
暴
据
し
て
い
る

の
に
畑
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ

は
肉
体
の
賛
歌
か
。
舗
動
夷
の
誇
示

か
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
は
そ
こ
で
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
圃
い
は
な
ん
と
孤
独

な
の
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
ば
く
は
孤
独
な

闘
い
の
な
か
に
く
犬V
を
見
い
出
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
華
腱
な
写

翼
に
埋
も
れ
た
孤
独
な
頭
と
は
何
を
象

徴
し
て
いる
の
だ
ろ
う
か。
そ
れ
は
相

剋
で
は
な
い
の
か
.
そ
こで
の
三時
間

は
人
間
の
〈生
〉
の無
意
識的
など
す

ぐ
ろ
い
ユ
ー
モア
を
目ら
の裡
に
再
現

せ
し
め
る
剛圃
と
観客
之
の相
剋
の
ド

ラ
マ
を
造
型
し
て
い
る
の
であ
る。

紀
録
か
弐
術
か
、
な
ど
と
い
う
ふざ

け
た
議
繭
と
は
独
V
レて
こ
の
映
飼が

成
り
コ
っ
て
い
る
こ
とは
明
ら
かで
あ

る
。
そ
ん
な
議鮪
は
暇
な人
間
に
ま
か

「鰭
響
綾
槻
離

に
規制
さ
れ
な
が
ら
、
一様
に
成
長
し

た
肉体
の織
り
な
す躍
動
に
見
入
る
と

き、
ぼく
に
無件
に
苛
だ
っ
てく
る
の

で
あ
る
。
(東
冠
作
品
・オ
リ
ン
ピ
ソ

ク
映画
協
盆
・
三
恥
間
市
川
嵐
督
監
作

畠
)

〈K
>
)
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は
、
北
タ
イ
講
を
教
え
ず
タ
イ
請
を
教

え
て
い
る
の
で
、
子
供
達
が
タ
イ
語
と

若
干
の
カ
レ
ン
酪
を
緬
し
て
い
る
の
に

対
し
、
老
人
建
は
北
タ
イ
語
と
カ
レ
ン

語
し
か
で
き
な
い
わ
け
だ
。

「ひ
と
こ
ろ
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
一

世
と
二
世
、
あ
る
い
は
、
日
本
で
いえ

ぱ
隙
康
時
代
に
昧
わ
っ
たよ
う
な
冨し

み
を
昧
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
すね
。そ

れ
を
、
現
代
の
よ
う
な
スピ
ード
化
の

時
代
に
悩
ん
で
い
る
の
が
こ
の国
の悲

な
い
菰
が
ら、
七
の
代償
とし
て、
そ

明
だ
と
す
る
な
ら
、
ぼ
く
た
ち
は
包
拮

の
M
み
をぼ
く
た
ち
の堀
存在
へ訳
す

的
に
そ
う
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

の
であ
る
。
ぽく
た
ち
の
歴群
が彩
し

軌
跡
自
体
の
重
み
、
軌
跡
の
抽
く
稜
線

い
歪
曲
と
ソイ
少化
に
溜ら
れる
のは

の
顕
わ
す
喧
み
。
ぼ
く
運
は
そ
れ
と
敵

そ
の
坐み
が塊
存右
と
し
て
の
ぼく
た

し
く
対
時
す
る
こ
と
を
、
ま
ぎ
れ
も
な

ち
に
果
す
寂服
で
ある
。
そ
し
て
、
そ

く
く死
者
V
が
要
求
し
て
い
る
の
で
あ

のよ
う
な
自身
の軌
跡と
現
存
と
の格

%
。
「あ
あ
、
だ
が
こ
こ
に
は
た
だ
、

闘
は、
過
ム
と
現
"と
いう
一般
的
名

窓
ガ
ラ
ス
に
ま
つ
わ
り
つ
い
た
黄
色
い

辞
に
ま
で
「馳
さ
れ
つる
だ
ろ
う
。
そ

澱
み
と
、
汚
な
い
海
と
、
冷
た
い
骨
の

一羅
購
、灘
難
雑
一璽
裟
遡
齪
鯉
騨鑛

、ぞ

塗

'

あ
す
を
茎

儀
夏
敏
驚
以拶

漕
骨

略
㌧、㌔宇
響
鰯

ノノな
ノ

箪
轄総

電

姦
蝉

ケ
響
種

綴
チ
各

.電
ス
/

ラ
晶

最
プ
製

主妻
ゴム
半導
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装京支祉 東寮綴'

住友難工は、企業の成長発展にともなう経営の多角化に

より.電 綴・特操金属線・粉家合金製品・工業用ゴム製

品のみならず、現代科学の最先端である原峯力・竃子工

粟f高 黛子化学部門にもか薫かずの霧製品を送り、明縫ヒ

の文化をひらく療動力として力強く飼匙録ておうますけ
ヂミゾグ賞に輝くすぐれた技構と品質管理、,業雰随一の

輪轡案緯を誇る当社は.文 税系・理瀦系を閥わず、騰歩

を愛する簸人にふさわしい活躍の場を提穣しでおウま参

年向憂ま轟粋
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